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9月定例会・7月臨時会

　令
和
2
年
9
月
定
例
会
は
、
9
月
1
日
か
ら
9
月
28
日
ま
で
の
28
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。
市
長
提
出
議
案
は
、
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
1
件
、
令
和
元

年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定
•
特
別
会
計
決
算
の
認
定
８
件
、
条
例
改
正
案
4
件
、
幸
手
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
一
部
改
定
1
件
、
市
道
路
線
認
定
・
変
更
・
廃
止
3
件
、
令

和
2
年
度
一
般
会
計
•
特
別
会
計
補
正
予
算
6
件
、
人
事
案
件
4
件
の
合
計
27
件
で
し
た
。

議
員
提
出
議
案
は
1
件
で
し
た
。
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
認
定
、
可
決
、
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　一
般
質
問
は
、
12
人
の
議
員
が
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
そ
れ
以
前
の
7
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
会
に
お
い
て
、
市
長
提
出
議
案
3
件

が
可
決
さ
れ
、
議
員
提
出
修
正
案
1
件
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

歳入総額

形式収支額

171億377万円

実質収支額 （決算剰余金） 

（前年度比12.0％減）

令和元年度一般会計の決算状況

（前年度比11.7％減）
歳出総額164億68万円

歳 入

歳 出

　
歳
出
で
は
、
予
算
現
額
に
対
す
る
執

行
率
は
前
年
度
比
0.5
ポ
イ
ン
ト
減
の

94
・
３
％
。
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債

費
（
義
務
的
経
費
）
の
歳
出
総
額
に
占

め
る
割
合
は
前
年
度
比
1.2
ポ
イ
ン
ト
減

の
45
・
３
％
で
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
自
主
財
源

の
根
幹
を
占
め
る
市
税（
み

な
さ
ん
か
ら
の
税
金
）
は
、
前
年
度
比

2.6
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
予
算
現
額

に
対
す
る
収
入
率
は
１
０
０
・
９
％
。

歳
入
・
歳
出

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
状
況

　
一
般
会
計
・
特
別
会
計
（
水
道
事
業

会
計
・
公
共
下
水
道
事
業
会
計
を
除
く
）

歳
入
決
算
合
計
は
前
年
度
比
13
・
3
％

減
の
２
８
０
億
１
２
０
７
万
円
。
歳
出

決
算
合
計
は
同
比
13
・
０
％
減
の
２
６

９
億
３
８
６
４
万
円
で
し
た
。

　
水
道
事
業
会
計
決
算
は
収
益
的
収
入

が
11
億
１
３
９
０
万
円
。
支
出
は
10
億

５
４
４
９
万
円
で
し
た
。

使ったお金

［民生費］［民生費］

62億8252万円62億8252万円
（38.3％）（38.3％）

福祉などの福祉などの
充実のために充実のために

［土木費］［土木費］

19億7895万円19億7895万円
（12.1％）（12.1％）

土木工事などに土木工事などに

［衛生費］［衛生費］

12億1920万円12億1920万円
（7.4％）（7.4％）

市の衛生の市の衛生の
ためにために

［総務費］［総務費］

17億3654万円17億3654万円
（10.6％）（10.6％）

組織管理の
ための経費
組織管理の
ための経費

［公債費］［公債費］

12億1785万円12億1785万円
（7.4％）（7.4％）

借りている借りている
お金の返済お金の返済

［議会費・農林水産業費・労働費［議会費・農林水産業費・労働費
商工費・消防費・諸支出金］商工費・消防費・諸支出金］

22億6516万円22億6516万円
（13.8％）（13.8％）

その他その他

164億68万円

17億46万円17億46万円

学校や生涯学習学校や生涯学習
のためにのために

［教育費］［教育費］

（10.4％）（10.4％）

自主
財
源
52.0％

67億4876万円67億4876万円
（39.5％）（39.5％）

みなさんみなさん
からの税金からの税金

8億5377万円8億5377万円
（5.0％）（5.0％）

繰越金繰越金

3470万円3470万円
（0.2％）（0.2％）

1億9591万円1億9591万円
（1.1％）（1.1％）

使用料・
手数料
使用料・
手数料

財産収入財産収入
10億5277万円10億5277万円
（6.2％）（6.2％）

繰入金
その他
繰入金
その他

34億9717万円34億9717万円
（20.4％）（20.4％）

国と県からの国と県からの
支出金支出金

10億9580万円10億9580万円
（6.4％）（6.4％）

借りたお金借りたお金

23億7402万円23億7402万円
（13.9％）（13.9％）

国から
交付されたお金
国から
交付されたお金

依
存
財
源
48
.0％ 3億9314万円3億9314万円

（2.3％）（2.3％）

その他その他

8億5773万円8億5773万円
（5.0％）（5.0％）

地方消費税地方消費税
交付金交付金

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
る
市
内
経
済
へ
の
影
響
を
鑑
み
、

市
長
３
割
及
び
教
育
長
１
割
の
５
ヶ
月

分
の
給
料
を
減
額
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
強
力
に
推
進
す
る
国
の
令
和
２
年
度

第
2
次
補
正
予
算
が
６
月
12
日
に
成
立

し
ま
し
た
。
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
を
防
止
す
る
と
共
に
、

感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
い
る
地
域

経
済
や
住
民
生
活
を
支
援
す
る
事
業
に

つ
い
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
２

７
４
３
万
５
千
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま

し
た
。

　
財
政
調
整
基
金
の
今
年
度
末
の
見
込

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
幸
手
市
の
標
準
財
政
規
模
か
ら
す
る

と
、
１
１
０
億
円
で
す
か
ら
、
10
％
に

す
れ
ば
、
最
低
で
も
10
億
円
か
ら
11
億

円
ぐ
ら
い
の
財
政
調
整
基
金
が
必
要
か

と
思
い
ま
す
。

　
ご
質
疑
い
た
だ
き
ま
し
た
財
政
調
整

基
金
の
今
年
度
末
の
見
込
み
で
す
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
今
回
の
取
崩
し
分
を

入
れ
て
で
す
が
、
２
億
５
３
６
８
万
７

千
円
に
な
り
ま
す
。

　
財
政
調
整
基
金
の
残
額
見
込
み
を
含

め
ま
し
て
、
一
般
会
計
総
額
の
基
金
、

今
年
度
末
の
見
込
み
で
、
５
億
２
６
０

３
万
５
千
円
と
い
う
数
字
を
見
込
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
職
員
、
再
任
用
職
員
、
臨
時
職
員
の

そ
れ
ぞ
れ
の
人
数
、
給
与
、
手
当
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
人
数
に
つ
い
て
で
す
が
、
令
和
２
年

３
月
31
日
時
点
で
、
職
員
３
２
２
人
、

再
任
用
職
員
32
人
、
臨
時
職
員
２
０
０

人
で
す
。
給
料
、
手
当
に
つ
い
て
で
す

が
、
一
般
職
員
分
に
つ
い
て
は
、
給
料

10
億
９
７
１
９
万
３
５
８
８
円
、
手
当

７
億
２
２
２
５
万
３
８
４
７
円
で
す
。

再
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
給
料
５
１

５
０
万
４
千
円
、
手
当
１
５
６
１
万
３

２
５
５
円
で
す
。
臨
時
職
員
に
つ
い
て

は
、
賃
金
２
５
２
９
万
９
８
２
７
円
で

す
。
共
済
費
に
つ
い
て
は
、
職
員
共
済

組
合
負
担
金
３
億
７
４
６
０
万
５
２
７

６
円
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
負

担
金
２
２
４
万
４
９
９
５
円
で
す
。

答

　弁

質

　疑

臨
時
会
の
主
な
提
出
議
案

答

　弁

質

　疑

第
１
回
臨
時
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

令
和
２
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

            （
議
案
第
46
号
）

第
１
回
臨
時
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

令
和
２
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

            （
議
案
第
46
号
）

9
月
定
例
議
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

令
和
元
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て（
議
案
第
49
号
）

令和元年度その他会計の決算状況

会計名

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

農業集落排水事業特別会計

水道事業会計（収益的収支）

公共下水道事業会計（収益的収支）

歳入決算額 歳出决算額 実質収支額

幸手駅西口土地区画整理事業
特別会計

5,951,143,211

635,473,929

3,763,557,249

35,136,609

522,991,624

1,113,895,947

709,695,221

5,830,437,850

630,226,386

3,628,876,282

33,754,935

414,662,627

1,054,486,650

684,901,681

120,705,361

5,247,543

130,748,967

1,381,674

57,944,997

59,409,297

24,793,540

（
議
案
第
45
号
）

幸
手
市
長
及
び
教
育
長
の
給

料
の
減
額
に
関
す
る
条
例

（
議
案
第
45
号
）

幸
手
市
長
及
び
教
育
長
の
給

料
の
減
額
に
関
す
る
条
例

（
議
案
第
46
号
）

令
和
2
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

（
議
案
第
46
号
）

令
和
2
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

171億377万円

入ったお金

7億309万円
6億7,732万円

（2）（3） 〔市議会だよりさって〕No.96〔市議会だよりさって〕No.96
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令和元年度一般会計決算を認定令和元年度一般会計決算を認定令和元年度一般会計決算を認定令和元年度一般会計決算を認定

9月定例会・7月臨時会

　令
和
2
年
9
月
定
例
会
は
、
9
月
1
日
か
ら
9
月
28
日
ま
で
の
28
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。
市
長
提
出
議
案
は
、
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
1
件
、
令
和
元

年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定
•
特
別
会
計
決
算
の
認
定
８
件
、
条
例
改
正
案
4
件
、
幸
手
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
一
部
改
定
1
件
、
市
道
路
線
認
定
・
変
更
・
廃
止
3
件
、
令

和
2
年
度
一
般
会
計
•
特
別
会
計
補
正
予
算
6
件
、
人
事
案
件
4
件
の
合
計
27
件
で
し
た
。

議
員
提
出
議
案
は
1
件
で
し
た
。
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
認
定
、
可
決
、
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　一
般
質
問
は
、
12
人
の
議
員
が
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
そ
れ
以
前
の
7
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
会
に
お
い
て
、
市
長
提
出
議
案
3
件

が
可
決
さ
れ
、
議
員
提
出
修
正
案
1
件
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

歳入総額

形式収支額

171億377万円

実質収支額 （決算剰余金） 

（前年度比12.0％減）

令和元年度一般会計の決算状況

（前年度比11.7％減）
歳出総額164億68万円

歳 入

歳 出

　
歳
出
で
は
、
予
算
現
額
に
対
す
る
執

行
率
は
前
年
度
比
0.5
ポ
イ
ン
ト
減
の

94
・
３
％
。
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債

費
（
義
務
的
経
費
）
の
歳
出
総
額
に
占

め
る
割
合
は
前
年
度
比
1.2
ポ
イ
ン
ト
減

の
45
・
３
％
で
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
自
主
財
源

の
根
幹
を
占
め
る
市
税（
み

な
さ
ん
か
ら
の
税
金
）
は
、
前
年
度
比

2.6
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
予
算
現
額

に
対
す
る
収
入
率
は
１
０
０
・
９
％
。

歳
入
・
歳
出

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
状
況

　
一
般
会
計
・
特
別
会
計
（
水
道
事
業

会
計
・
公
共
下
水
道
事
業
会
計
を
除
く
）

歳
入
決
算
合
計
は
前
年
度
比
13
・
3
％

減
の
２
８
０
億
１
２
０
７
万
円
。
歳
出

決
算
合
計
は
同
比
13
・
０
％
減
の
２
６

９
億
３
８
６
４
万
円
で
し
た
。

　
水
道
事
業
会
計
決
算
は
収
益
的
収
入

が
11
億
１
３
９
０
万
円
。
支
出
は
10
億

５
４
４
９
万
円
で
し
た
。

使ったお金

［民生費］［民生費］

62億8252万円62億8252万円
（38.3％）（38.3％）

福祉などの福祉などの
充実のために充実のために

［土木費］［土木費］

19億7895万円19億7895万円
（12.1％）（12.1％）

土木工事などに土木工事などに

［衛生費］［衛生費］

12億1920万円12億1920万円
（7.4％）（7.4％）

市の衛生の市の衛生の
ためにために

［総務費］［総務費］

17億3654万円17億3654万円
（10.6％）（10.6％）

組織管理の
ための経費
組織管理の
ための経費

［公債費］［公債費］

12億1785万円12億1785万円
（7.4％）（7.4％）

借りている借りている
お金の返済お金の返済

［議会費・農林水産業費・労働費［議会費・農林水産業費・労働費
商工費・消防費・諸支出金］商工費・消防費・諸支出金］

22億6516万円22億6516万円
（13.8％）（13.8％）

その他その他

164億68万円

17億46万円17億46万円

学校や生涯学習学校や生涯学習
のためにのために

［教育費］［教育費］

（10.4％）（10.4％）

自主
財
源
52.0％

67億4876万円67億4876万円
（39.5％）（39.5％）

みなさんみなさん
からの税金からの税金

8億5377万円8億5377万円
（5.0％）（5.0％）

繰越金繰越金

3470万円3470万円
（0.2％）（0.2％）

1億9591万円1億9591万円
（1.1％）（1.1％）

使用料・
手数料
使用料・
手数料

財産収入財産収入
10億5277万円10億5277万円
（6.2％）（6.2％）

繰入金
その他
繰入金
その他

34億9717万円34億9717万円
（20.4％）（20.4％）

国と県からの国と県からの
支出金支出金

10億9580万円10億9580万円
（6.4％）（6.4％）

借りたお金借りたお金

23億7402万円23億7402万円
（13.9％）（13.9％）

国から
交付されたお金
国から
交付されたお金

依
存
財
源
48
.0％ 3億9314万円3億9314万円

（2.3％）（2.3％）

その他その他

8億5773万円8億5773万円
（5.0％）（5.0％）

地方消費税地方消費税
交付金交付金

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
る
市
内
経
済
へ
の
影
響
を
鑑
み
、

市
長
３
割
及
び
教
育
長
１
割
の
５
ヶ
月

分
の
給
料
を
減
額
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
強
力
に
推
進
す
る
国
の
令
和
２
年
度

第
2
次
補
正
予
算
が
６
月
12
日
に
成
立

し
ま
し
た
。
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
を
防
止
す
る
と
共
に
、

感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
い
る
地
域

経
済
や
住
民
生
活
を
支
援
す
る
事
業
に

つ
い
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
２

７
４
３
万
５
千
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま

し
た
。

　
財
政
調
整
基
金
の
今
年
度
末
の
見
込

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
幸
手
市
の
標
準
財
政
規
模
か
ら
す
る

と
、
１
１
０
億
円
で
す
か
ら
、
10
％
に

す
れ
ば
、
最
低
で
も
10
億
円
か
ら
11
億

円
ぐ
ら
い
の
財
政
調
整
基
金
が
必
要
か

と
思
い
ま
す
。

　
ご
質
疑
い
た
だ
き
ま
し
た
財
政
調
整

基
金
の
今
年
度
末
の
見
込
み
で
す
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
今
回
の
取
崩
し
分
を

入
れ
て
で
す
が
、
２
億
５
３
６
８
万
７

千
円
に
な
り
ま
す
。

　
財
政
調
整
基
金
の
残
額
見
込
み
を
含

め
ま
し
て
、
一
般
会
計
総
額
の
基
金
、

今
年
度
末
の
見
込
み
で
、
５
億
２
６
０

３
万
５
千
円
と
い
う
数
字
を
見
込
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
職
員
、
再
任
用
職
員
、
臨
時
職
員
の

そ
れ
ぞ
れ
の
人
数
、
給
与
、
手
当
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
人
数
に
つ
い
て
で
す
が
、
令
和
２
年

３
月
31
日
時
点
で
、
職
員
３
２
２
人
、

再
任
用
職
員
32
人
、
臨
時
職
員
２
０
０

人
で
す
。
給
料
、
手
当
に
つ
い
て
で
す

が
、
一
般
職
員
分
に
つ
い
て
は
、
給
料

10
億
９
７
１
９
万
３
５
８
８
円
、
手
当

７
億
２
２
２
５
万
３
８
４
７
円
で
す
。

再
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
給
料
５
１

５
０
万
４
千
円
、
手
当
１
５
６
１
万
３

２
５
５
円
で
す
。
臨
時
職
員
に
つ
い
て

は
、
賃
金
２
５
２
９
万
９
８
２
７
円
で

す
。
共
済
費
に
つ
い
て
は
、
職
員
共
済

組
合
負
担
金
３
億
７
４
６
０
万
５
２
７

６
円
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
負

担
金
２
２
４
万
４
９
９
５
円
で
す
。

答

　弁

質

　疑

臨
時
会
の
主
な
提
出
議
案

答

　弁

質

　疑

第
１
回
臨
時
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

令
和
２
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

            （
議
案
第
46
号
）

第
１
回
臨
時
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

令
和
２
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

            （
議
案
第
46
号
）

9
月
定
例
議
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

令
和
元
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て（
議
案
第
49
号
）

令和元年度その他会計の決算状況

会計名

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

農業集落排水事業特別会計

水道事業会計（収益的収支）

公共下水道事業会計（収益的収支）

歳入決算額 歳出决算額 実質収支額

幸手駅西口土地区画整理事業
特別会計

5,951,143,211

635,473,929

3,763,557,249

35,136,609

522,991,624

1,113,895,947

709,695,221

5,830,437,850

630,226,386

3,628,876,282

33,754,935

414,662,627

1,054,486,650

684,901,681

120,705,361

5,247,543

130,748,967

1,381,674

57,944,997

59,409,297

24,793,540

（
議
案
第
45
号
）

幸
手
市
長
及
び
教
育
長
の
給

料
の
減
額
に
関
す
る
条
例

（
議
案
第
45
号
）

幸
手
市
長
及
び
教
育
長
の
給

料
の
減
額
に
関
す
る
条
例

（
議
案
第
46
号
）

令
和
2
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

（
議
案
第
46
号
）

令
和
2
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

171億377万円

入ったお金

7億309万円
6億7,732万円

（2）（3） 〔市議会だよりさって〕No.96〔市議会だよりさって〕No.96



一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました

６
５
万
８
千
円
を
今
年
中
に
積
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
が
、
実
質
収

支
額
が
毎
年
低
く
な
っ
て
お
り
、
財
政

状
況
が
厳
し
い
な
か
で
の
や
り
く
り
と

な
る
が
、
繰
出
金
と
繰
入
金
で
計
上
し

て
い
く
。

問
　
資
源
物
運
搬
・
選
別
処
理
事
業
が

３
か
年
、
ご
み
収
集
事
業
が
５
か
年
の

債
務
負
担
行
為
を
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、

前
回
の
債
務
負
担
行
為
と
金
額
的
な
差

異
は
。

答
　
資
源
物
運
搬
・
選
別
処
理
事
業
の

前
回
の
債
務
負
担
行
為
の
額
は
、
１
億

８
７
６
万
４
千
円
で
あ
る
。
３
年
間
で

限
度
額
１
億
２
９
０
０
万
円
、
こ
れ
を

３
年
で
割
り
、
年
間
約
４
３
０
０
万
円
、

令
和
２
年
度
の
予
算
額
が
３
３
９
９
万

４
千
円
な
の
で
、
年
間
９
０
０
万
円
程

度
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ご

み
収
集
事
業
の
前
回
の
債
務
負
担
行
為

の
額
は
、
８
億
６
６
５
万
６
千
円
で
あ

る
。
５
年
間
で
限
度
額
が
10
億
７
８
８

３
万
円
、
こ
れ
を
５
年
で
わ
り
、
年
間

２
億
１
５
７
６
万
６
千
円
で
あ
る
。
令

和
２
年
度
の
予
算
額
が
１
億
６
１
９
２

万
円
な
の
で
、
年
間
５
３
８
４
万
６
千

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

古
川
橋
架
け
替
え
事
業
、
事
業
費
８
４

０
０
万
円
、
交
付
率
55
％
と
い
う
こ
と

で
交
付
額
４
６
２
０
万
円
、
同
じ
く
橋

梁
定
期
点
検
事
業
、
基
本
額
の
委
託
料
、

７
６
０
万
円
、
交
付
率
55
％
と
い
う
こ

と
で
４
１
８
万
円
、
合
計
５
０
３
８
万

円
を
計
上
し
た
。

問
　
財
政
調
整
基
金
に
３
億
円
積
立
て

て
い
る
が
、
法
的
基
準
の
不
足
額
は
、

今
後
、
積
立
て
可
能
で
あ
る
の
か
。

答
　
決
算
余
剰
金
の
処
分
は
、
地
方
自

治
法
の
第
2
3
3
条
の
２
、
各
会
計
年

度
に
お
い
て
決
算
余
剰
金
が
生
じ
た
と

き
、
翌
年
度
の
歳
入
に
編
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
条
例
、
ま
た

は
議
会
の
議
決
に
よ
り
、
余
剰
金
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
翌
年
度
に
繰
り
越
さ

ず
に
基
金
に
編
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
地
方
財
政
法
の
第
７
条
、
地
方

公
共
団
体
は
、
各
会
計
年
度
に
お
い
て

歳
入
歳
出
の
決
算
上
余
剰
金
を
生
じ
た

場
合
は
、
余
剰
金
の
う
ち
２
分
１
を
下

ら
な
い
額
を
翌
々
年
度
ま
で
に
積
立
て
、

ま
た
は
繰
上
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
規
定
が
あ
る
。

　
今
年
の
実
質
収
支
額
、
６
億
７
７
３

１
万
６
千
円
の
２
分
の
１
で
は
、
３
億

３
８
６
５
万
８
千
円
と
な
り
、
今
回
の

補
正
で
計
上
し
た
積
立
金
３
億
円
で
は

２
分
の
１
に
至
ら
な
い
。
残
り
の
３
８

民
に
と
っ
て
の
愛
着
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
。

　
２
点
目
は
、
将
来
的
に
木
造
校
舎
を

再
整
備
し
て
活
用
す
る
場
合
の
、
参
考

事
例
の
現
地
調
査
。

　
３
点
目
は
、
木
造
校
舎
を
再
現
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、
当
時
の
生
徒
が
使

用
し
た
机
と
椅
子
の
復
元
制
作
。

　
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
、
補
助
金
と
し
て

支
出
し
た
。

問
　
土
木
費
国
庫
補
助
金
の
道
路
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
事
業
費
補
助
金
の
採
択
条
件

の
内
容
は
。

答
　
当
初
予
算
で
は
、
古
川
橋
の
架
け

替
え
事
業
と
橋
梁
定
期
点
検
事
業
に
つ

い
て
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を

活
用
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
計
上
し
て

い
た
が
、
国
の
新
た
な
補
助
金
で
あ
る
、

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
費
補
助
金
が

新
た
に
創
設
さ
れ
た
。
こ
ち
ら
の
交
付

率
が
よ
い
こ
と
か
ら
、
今
回
の
補
正
で

　
令
和
元
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

　
歳
入
歳
出
決
算
（
議
案
第
49
号
）

問
　
法
人
市
民
税
の
増
額
理
由
は
。

答
　
業
績
の
よ
か
っ
た
大
き
な
会
社
が

数
社
あ
り
、
主
な
も
の
と
し
て
、
機
械

製
造
の
会
社
が
、
前
年
度
比
で
２
１
４

３
万
８
千
円
の
増
額
、
ま
た
印
刷
関
係

の
会
社
が
、
前
年
度
比
で
１
５
４
９
万

円
の
増
額
、
さ
ら
に
石
油
関
係
の
会
社

が
、
前
年
度
比
で
９
２
３
万
７
千
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
要
因
で
あ

る
。

問
　
地
方
創
生
推
進
費
、
旧
吉
田
中
学

校
木
造
校
舎
再
生
検
討
事
業
補
助
金
の

内
容
と
使
途
は
。

答
　
現
在
、
旧
吉
田
中
学
校
木
造
校
舎

は
、
郷
土
資
料
館
の
民
具
資
料
展
示
室

と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

　
こ
の
木
造
校
舎
に
つ
い
て
、
今
後
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
主
に
３
点
の

調
査
・
研
究
を
、
日
本
工
業
大
学
に
行

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
１
点
目
は
、

木
造
校
舎
の
希
少
性
や
価
値
、
地
域
住

令
和
元
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算

（
議
案
第
49
号
）

総
務
常
任
委
員
会

問答問答

問答

問答

問答

令
和
２
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

（
議
案
第
65
号
）

□
□
□
□

　
　
　
　四
本
奈
緒
美

　
こ
の
度
の
令
和
元
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
お
い
て
実
施
さ

れ
た
施
策
を
見
ま
す
と
、
総
務
分
野
に

お
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
募
集
事
業

で
、
募
集
サ
イ
ト
や
返
礼
品
目
を
増
や

す
こ
と
に
よ
り
県
外
寄
付
者
が
増
加
し

た
こ
と
は
、
全
国
に
幸
手
市
を
P
R
出

来
た
事
と
評
価
し
ま
す
。

　
民
生
分
野
に
お
い
て
は
、
公
明
党
が

提
案
を
し
て
き
た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

卜
「
未
来
ノ
ー
ト
〜
こ
こ
ろ
〜
」
が
官

民
協
働
に
よ
り
幸
手
市
持
出
し
０
円
で

作
成
さ
れ
た
事
は
、
費
用
対
効
果
が
大

き
く
今
後
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
幼
児
保
育
・
教
育
の
無
償
化
の

実
施
は
、
少
子
化
対
策
を
強
化
す
る
も

の
と
大
い
に
評
価
し
ま
す
。

　
教
育
分
野
に
お
い
て
は
、
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
・
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・

読
書
通
帳
の
事
業
が
継
続
さ
れ
た
事
は
、

子
供
達
の
豊
か
な
心
を
育
む
も
の
で
あ

る
と
評
価
し
ま
す
。

　
依
っ
て
、
公
明
党
は
賛
成
討
論
と
し

ま
す
。

□

　□
□
□

　
　
　松
田

　雅
代

　
歳
入
で
は
、
自
主
財
源
比
率
が
52
・

０
％
と
な
り
収
入
未
済
額
が
減
少
し
た

こ
と
を
、
歳
出
で
は
３
世
代
フ
ァ
ミ
リ

ー
定
住
促
進
、
３
歳
児
眼
科
屈
折
検
査
、

不
妊
治
療
な
ど
の
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ

ス
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
な
ど

の
執
行
を
評
価
い
た
し
ま
す
。
今
後
も

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
優
し
い
街

づ
く
り
を
強
力
に
推
進
し
、
減
少
傾
向

に
あ
る
出
生
数
の
増
加
に
結
び
付
く
よ

う
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
一
方
、
実
質
単
年
度
収
支
は
４
年
連

続
の
赤
字
、
基
金
残
高
が
９
億
円
台
に

減
少
な
ど
、
今
後
、
さ
ら
に
厳
し
い
財

政
運
営
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
総
事
業
費

が
資
金
計
画
上
事
業
費
に
比
べ
一
般
財

源
、
市
債
を
合
わ
せ
17
億
円
の
持
ち
出

し
と
な
る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３
事
業

の
よ
う
な
事
業
計
画
管
理
及
び
予
算
管

理
で
は
計
画
的
・
持
続
的
な
財
政
運
営

は
不
可
能
で
す
。
改
善
を
強
く
求
め
会

派
市
政
ク
ラ
ブ
の
賛
成
討
論
と
い
た
し

ま
す
。

□
□
□
□

　
　
　
　武
藤

　壽
男

　

　
幸
手
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
の

歳
出
に
於
い
て
、
工
事
請
負
費
の
内
、

地
下
埋
設
物
撤
去
・
処
分
等
工
事
費
１

８
４
０
万
８
０
円
の
支
出
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
私
は
、
予
算
の
段
階

か
ら
疑
義
を
申
し
上
げ
て
参
り
ま
し
た
。

従
前
の
土
地
所
有
者
に
明
ら
か
な
理
由

が
な
い
限
り
、
埋
設
物
の
撤
去
・
処
分

に
つ
い
て
は
、
原
因
者
負
担
の
原
則
で

あ
る
以
上
、
公
費
（
市
費
）
で
負
担
し

処
分
す
る
こ
と
は
、今
後
の
事
業
推
進
、

市
事
業
の
実
施
に
法
的
に
も
難
題
と
な

り
、
公
平
性
、
妥
当
性
の
面
か
ら
も
認

め
難
く
、
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、

反
対
と
い
た
し
ま
す
。

賛
成
討
論

（
議
案
第
49
号
）

令
和
元
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

（
議
案
第
49
号
）

令
和
元
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

反
対
討
論

人
事
案
件

副
市
長

副
市
長

和
栗

　
　肇

　氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

荒
川

　琢
哉

　氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

教
育
委
員
会
委
員

髙
島

　勝
也

　氏

藤
沼

　寛
次

　氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論

（
議
案
第
54
号
）

令
和
元
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

（
議
案
第
54
号
）

令
和
元
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

　
令
和
2
年
12
月
定
例
会
は
、
11
月
30
日
㈪
か
ら
12
月

18
日
㈮
ま
で
の
19
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

《
12
月
定
例
会
の
主
な
内
容
》

11
月
30
日

　
開
会
・
会
期
の
決
定
・
報
告
事
項
・
市
長
提
出
議
案

　
一
括
上
程
、
提
案
理
由
説
明

12
月
１
・
２
・
３
日

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

9
日

　
議
案
に
対
す
る
質
疑
・
議
案
の
委
員
会
付
託

10
日

　
総
務
常
任
委
員
会

11
日

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

14
日

　
建
設
経
済
常
任
委
員
会

18
日

　
委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
・
閉
会

※

各
会
議
は
午
前
10
時
開
始
予
定
で
す
。
ま
た
、
会
議

の
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
会
議
、
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
は
原
則

公
開
し
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
本
庁
舎
３
階
の

議
会
事
務
局
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
、
傍
聴
申
込
書
に

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
傍
聴
券
を
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

　
傍
聴
は
、
市
議
会
の
活
動
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る

身
近
な
方
法
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

・
傍
聴
席
で
は
飲
食
禁
止
で
す
。

・
携
帯
電
話
の
電
源
は
必
ず
お
切
り
く
だ
さ
い
。

・
写
真
撮
影
、
録
音
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
市
議
会
の
本
会
議
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
中
継
を
行
っ
て
お
り
、
本
会
議
の
開
会
中
に
ご

覧
い
た
だ
け
る
「
ラ
イ
ブ
中
継
（
生
中
継
）」と
、
い
つ

で
も
視
聴
が
で
き
る
「
録
画
中
継
」
の
配
信
を
し
て
い

ま
す
。
中
継
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◆ 

議
会
中
継
の
ご
案
内 

◆

◆ 

議
会
傍
聴
の
ご
案
内 

◆

◆ 

12
月
定
例
会
の
開
催
予
定 

◆

幸
手
市
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
（4）（5） 〔市議会だよりさって〕No.96〔市議会だよりさって〕No.96


